
位置図

図　示位置図

図面番号 葉中

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

令和　　　　　年度　　　　　　　工事

建土　第　117　号

土　木　課

つ　が　る　市

つがる市柏桑野木田　地内

上派立1号橋

(上派立1号橋)
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上派立1号橋補修一般図

図　示橋梁補修一般図

図面番号 葉中

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

令和　　　　　年度　　　　　　　工事

土　木　課

つ　が　る　市

14

2

設　　計　　条　　件

橋    　名

路  線  名

供用年月日

下 部 工 形 式

形 式

橋 長

支 間 長

幅 員

支 承

雪 荷 重

斜 角

上派立・田の尻線

昭和47年(1972年)

13.700m

13.150m

5.820m(有効幅員 5.020m)

可動：エラスタイト、固定：モルタル

不明

左 80°00’00”

単純PCI桁橋

パイルベント基礎(RC杭)

パイルベント橋台

不明

上派立1号橋(カミハダチイチゴウキョウ)

桁 長 13.650m構

造

形

式

基 礎 工

適用示方書 道路橋示方書(昭和39年)

古田川排水路交 差 条 件

添  架  管

補修計画一覧

床版防水補修工

防護柵補修工
部分取替え工

地覆打換え工(普通コンクリート)

床版防水層設置工

補修工種 内容-補修概要

アスファルト舗装打換え工

水切り設置工

伸縮装置補修工 伸縮装置取替え工(鋼製フィンガー形式)

地覆補修工
表面処理工(ケイ酸塩系)

排水装置取替え工
排水装置補修工

土砂流失対策工(地覆嵩上げ)

つがる市柏桑野木田　地内

上派立1号橋

主桁補修工 下地処理工(遊離石灰除去)

既設ベンチフリューム据え直し工

撤去・再設置工

(上派立1号橋)

設 計 活 荷 重

なし

部分取替え工

撤去・再設置工

伸縮装置取替え工

伸縮装置取替え工

地覆打換え工(普通コンクリート)

表面処理工(ケイ酸塩系)

水切り設置工

床版防水層設置工

アスファルト舗装打換え工

伸縮装置取替え工(鋼製フィンガー形式)

下地処理工(遊離石灰除去)

床版防水層設置工

アスファルト舗装打換え工

地覆打換え工(普通コンクリート)

表面処理工(ケイ酸塩系)

水切り設置工

地覆打換え工(普通コンクリート)

表面処理工(ケイ酸塩系)

水切り設置工

土砂流失対策工(地覆嵩上げ)

土砂流失対策工(胸壁嵩上げ)土砂流失対策工(胸壁嵩上げ)

部分取替え工

撤去・再設置工

地覆打換え工(普通コンクリート)

表面処理工(ケイ酸塩系)

水切り設置工

下地処理工(遊離石灰除去)地覆打換え工(普通コンクリート)

表面処理工(ケイ酸塩系)

水切り設置工

A1 A2

H.W.L

側 面 図 S=1:50

平 面 図 S=1:50

S=1:50橋台正面図
(A1、A2橋台共通)

F M

7.730

L=6.000(RC杭)L=6.000(RC杭)

5.620

標準断面図 S=1:50

t=70～120mm

排水装置取替え工

部分取替え工

撤去・再設置工

2.0% 2.0%

排水装置取替え工

排水装置取替え工

下地処理工(遊離石灰除去)

1.02%
0.15%

土砂流失対策工(胸壁嵩上げ)

土砂流失対策工(胸壁嵩上げ)

L=6.000

As

As

As

BF300

BF300

9.18

9.17

9.11

5.57

6.27

9.12

6.27

9.11
5.58

6.27

6.27

9.29

9.21

BF300

BF300

L=2.00m

L=2.00mL=2.00m

L=2.00m

部分取替え工

撤去・再設置工

床版防水層設置工

アスファルト舗装打換え工

A=15.30m

A=15.17m

土砂流失対策工(胸壁嵩上げ)

土砂流失対策工(胸壁嵩上げ)

伸縮装置取替え工(鋼製フィンガー形式)

橋梁補修7
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建土　第　117　号

防護柵補修工

伸縮装置補修工

伸縮装置補修工

地覆補修工

床版防水補修工
伸縮装置補修工

主桁補修工

床版防水補修工

地覆補修工

地覆補修工

地覆補修工

地覆補修工地覆補修工

防護柵補修工

地覆補修工
主桁補修工地覆補修工

支間長　13150

桁　長　13650

橋　長　13700

250

2030

250

250

250
至　上派立

至　田の尻

9
0
0

6
0
0

1
5
0
0

1
5
80

100 800 100
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パイルベント基礎　φ350パイルベント基礎　φ350

9
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0

アスファルト舗装

5
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7
2
8

7
0
1
5
0

7
0

1
5
0

400 5020 400

5820

15
0

排水装置補修工

防護柵補修工

2510 2510

400 5020 400

5820

75 75

5820

160 16@334.375=5350 160

至　上派立 至　田の尻

4
0
0

5
0
2
0

250

5
8
2
0

4
0
0

支間長　13150

桁　長　13650

橋　長　13700

250

2030

80°
00′

00″

古
田
川
排
水
路

排水装置補修工

排水装置補修工

主桁補修工

地覆補修工

地覆補修工

900 900

5800

5@800=4000

パイルベント基礎　φ350

1
2
0

既設ベンチフリューム据え直し工

既設ベンチフリューム据え直し工既設ベンチフリューム据え直し工

既設ベンチフリューム据え直し工

防護柵補修工

床版防水補修工

舗装擦り付け区間　L=3000
舗装擦り付け区間　L=3000

舗装摺り付け範囲

舗装摺り付け範囲

地覆補修工

地覆補修工

伸縮装置補修工

mailto:16016@334.375


図　示
上派立1号橋

現況一般図

図面番号 葉中

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

令和　　　　　年度　　　　　　　工事

土　木　課

つ　が　る　市

14

1

設　　計　　条　　件

橋    　名

路  線  名

供用年月日

下 部 工 形 式

形 式

橋 長

支 間 長

幅 員

支 承

雪 荷 重

斜 角

上派立・田の尻線

昭和47年(1972年)

13.700m

13.150m

5.820m(有効幅員 4.970m)

可動：エラスタイト、固定：モルタル

不明

左 80°00’00”

単純PCI桁橋

パイルベント基礎(RC杭)

パイルベント橋台

不明

上派立1号橋(カミハダチイチゴウキョウ)

桁 長 13.650m構

造

形

式

基 礎 工

適用示方書 道路橋示方書(昭和39年)

古田川排水路交 差 条 件

添  架  管

上派立1号橋

つがる市柏桑野木田 地内

(上派立1号橋)

設 計 活 荷 重

なし

A1 A2

H.W.L

側 面 図 S=1:50

平 面 図 S=1:50

S=1:50橋台正面図
(A1、A2橋台共通)

標準断面図 S=1:50

t=60～125mm

F M

7.730

DL=5.000

現
況

勾
配

計
画

高
追
加

距
離

単
距

離
測

点
曲

率
図

1:50

1
:
5
0

L=6.000(RC杭)L=6.000(RC杭)

5.620

DL=10.000
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No.13.15

IA= 8-22-13

No.26.85

IA= 6-50-20

9
.
1
8
0

i=1.
022%

L=6.
850m

i=0.146%L=6.850m9
.
1
1
0

9
.
1
7
0i=0.152%L=13.150m

i=1.
293%

L=13
.150

m

As

As

As

BF300

BF300

9.18

9.17
9.11

5.57

6.27

9.12

6.279.11
5.58

6.27

6.27

9.29

9.21

BF300

BF300

As

ア
ス
フ

ァ
ル
ト

舗
装

2.7% 2.2%
0.15%

1.02%
0.15% 1.29%

L=6.000(RC杭)

上派立1号橋現況一般図橋梁補修7
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建土　第　117　号

支間長　13150

桁　長　13650

橋　長　13700
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2030
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2460 2510
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5820

4
8
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0
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コンクリート舗装

アスファルト舗装　t=15mm

1
4
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1
4
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6
0

6
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5
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4

1
0
6
9
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00′
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3
3
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古
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排
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路

7
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0
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パイルベント基礎　φ350
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図　示床版防水補修図

図面番号 葉中

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

令和　　　　　年度　　　　　　　工事

土　木　課

つ　が　る　市

14

3

つがる市柏桑野木田 地内

上派立1号橋

(上派立1号橋)

床版防水補修工図

平 面 図 S=1:50

標準断面図 S=1:50

2.0% 2.0%

A1 A2
H.W.L

側 面 図 S=1:50

F M

7.730

5.620

0.15% 1.29%
0.15%1.02%

床版防水層設置工(塗膜系複合型)

　1. 図中、詳細寸法等は現地計測のうえ決定すること。

　2. 現況舗装切削後、床版上面に劣化部が確認される場合には

     補修を行うこと。

　3. 流水方向については、路面切削後、高さの現地計測を行い

     再確認を行うこと。

  4. 排水処理は既設排水桝に接続して行うこと。

  5. 追加補修箇所がある場合は、調査職員と協議し補修の有無

     を確認すること。

特記事項

As

As

As

BF300

BF300

9.18

9.17

9.11

5.57

6.27

9.12

6.279.11
5.58

6.27

6.27

9.29

9.21

BF300

BF300

：流水方向

※橋面高さは、現地で計測した舗装面の高さを示す。

L=13.51m床版防水層設置工(塗膜系複合型)

L=4800
L=5000

L=1640

アスファルト舗装擦り付け範囲(A=15.17m )

舗装切断（t=50mm）

5 再生密粒度As(13F)改質II型　t=50mm

アスファルト舗装擦り付け範囲(A=15.30m )

舗装切断（t=50mm）

5 再生密粒度As(13F)　t=50mm

2 2

A=15.17m
A=15.30m

2

2

床版防水端部処理図 S=1:10

床版防水工詳細図
(塗膜系複合型)

下地処理

 (アクリル、エポキシ、メタクリル樹脂等)

床  版

L=480mm

(塗膜系複合型)

φ20(橋軸方向)

表層 5 ：密粒度As(13F)改質II型　t=30mm

基層 2 ：密粒度As(13) 改質II型　t=40～90mm

セロシールSSテープ同等品以上

立上げ h=40mm

※　防水層の立上げ：車道部 40mm

　　橋軸方向においても端部は立上げること。

※　アスファルト舗装

車道部  表層工　 5 密粒度As(13F)改質II型  t=30mm

              　 2 密粒度As(13)改質II型   t=40～90mm

橋梁補修7
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建土　第　117　号

至　上派立

至　田の尻

桁　長　13650

橋　長　13700

2030

80°
00′

00″

古
田
川
排
水
路

9
0
0

5
0

7
2
8

7
0
1
5
0

2510 2510

400 5020 400

5820

75 75

5820

160 16@334.375=5350 160

桁　長　13650

橋　長　13700

2030
至　上派立

至　田の尻

7
0 1
5
0

アスファルト舗装打換え工(t=70～120mm)

4
0
0

1
2
0

スパイラルパイプφ18(橋軸方向)アスファルト舗装打換え工(t=70～120mm)

外側線摺り付け区間　L=3070

外側線摺り付け区間　L=2950外側線摺り付け区間　L=3680

外側線摺り付け区間　L=2160

4
0
0

4
0
0

舗装切断(t=50mm)
舗装切断(t=50mm)

舗装切断(t=50mm)

設置延長　13000

舗装摺り付け範囲
舗装摺り付け範囲

舗装摺り付け区間　L=3000
舗装摺り付け区間　L=3000

5
09
7

コンクリート面

床版防水第2層：塗膜系防水材

床版防水第1層：浸透系防水材
硅　　砂

アスファルト舗装

耐圧ホース　内径φ19以上

新設排水管

床版防水層設置工

スパイラルパイプ

アスファルト舗装打換え工　t=70~120mm
100

2
0

成形目地材5mm厚

床版防水層端部処理

mailto:16016@334.375


図　示伸縮装置補修工図

図面番号 葉中

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

令和　　　　　年度　　　　　　　工事

土　木　課

つ　が　る　市

14

上派立1号橋

つがる市柏桑野木田 地内

A1
F

A2
M

至　上派立 至　田の尻

古
田
川
排
水
路

施工位置図 S=1:100

: 施工箇所

伸縮量20mmタイプ伸縮量20mmタイプ

4

(上派立1号橋)

橋
台
側

床
版

側

平面図配筋図 S=1:30

地覆カバー 地覆カバー

伸縮装置補修工図( /3)

A1橋台

伸縮量：ΔL

ΔL = 0

施工時温度（℃）

0

10

20

30

40

-20 -10 0 10 20 30 40

設
置

遊
間

D 
（
m
m
）

5

25

5

25

径番号 長　さ

鉄筋質量表

形　　状1本あたりの質量単位重量本　数 質　量 材　　質 摘　　要

差し筋アンカー D13 本116

D13 合計 kg22

(一箇所当たり)

2 D13 300 8 0.995 0.29 2

D131 2500 8 202.49 SD3450.995

SD345

※)設置表の上下限は余裕量を除いた温度伸縮量とする。

A2橋台

施工時温度（℃）

伸縮量：ΔL

ΔL = 0.5 x L x sinθ + 余裕量

    = 0.5 x 13.65 x sin80°+ 10

    = 16.7mm

0

10

20

30

40

-20 -10 0 10 20 30 40

設
置

遊
間

D
 
（

m
m
）

5

18

12

25

A1,A2橋台

1.施工延長等は現場実測の上決定すること。注）

1

誘導板詳細図 S=1:4
伸縮量20mmタイプ

伸縮継手断面図 S=1:4

<橋台側> <床版側>

舗装舗装

地覆部：伸縮量20mmタイプ

D13x190

<橋台側> <床版側>

S=1:4

※）遊間位置は、車道部伸縮装置と合わせて製作のこと

※）・地覆嵩上げ部及び伸縮装置受け台の配筋を行った後に構造が一体となるように
　　　コンクリートを打設すること
　　・打設の際は橋台背面の路盤材の入念な締固めを行うこと

(
7
0
～
1
2
0
)

(
7
0
～
1
2
0
)

1 8 - D13 x 2500

2 8 - D13 x 300

鉄筋加工図 S=1:20

A A

床版・橋台側共通

橋
台
側

超速硬コンクリート打設

床
版

側

A-A 断面

B

B

B-B 断面

鋼製地覆カバープレート詳細図 S=1:10

地覆部誘導板

t=12mm

車道天端
△

地覆天端
△

<橋台側><床版側>
伸縮量20mmタイプ

地覆部誘導板詳細図 S=1:5

6

橋梁補修7
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建土　第　117　号

80°
0′

0″

30 桁長13650 20

橋長13700

4
0
0

5
0
2
0

4
00

5
8
2
0

59
10

4
0
6

50
9
8

4
0
6

伸縮装置伸縮装置

49250049 2500

406

5910

5298（伸縮装置延長）

91 24@200=4800 207

207 24@200=4800 91
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図　示伸縮装置補修工図

図面番号 葉中

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

令和　　　　　年度　　　　　　　工事

土　木　課

つ　が　る　市

14

上派立1号橋

つがる市柏桑野木田 地内

5

(上派立1号橋)

伸縮装置補修工図( /3)2

橋
台

側
床

版
側

橋台平面図 S=1:30

(膨張剤30kg/m )

1

1

2

2

3

3
埋戻し

2.00% 2.00%

橋台地覆部断面図 S=1:20橋台車道部断面図 S=1:20

(膨張剤30kg/m )

(2-2)(1-1)

橋
台

側
床

版
側

A部詳細図 S=1:20

(設置範囲箱抜き)

(設置範囲箱抜き)

地覆嵩上げ部側面図 S=1:20

(4-4)

※）・地覆嵩上げ部及び伸縮装置受け台の配筋を行った後に構造が一体となるように
　　　コンクリートを打設すること
　　・打設の際は橋台背面の路盤材の入念な締固めを行うこと
　　・斜線ハッチング部は土工部の床掘、埋戻し範囲を示す
　　・表層工は床版防水工で算出とする

W
 
2

D16

S=1:30橋台背面図

2.00%2.00%

(3-3)

A部

W 1W
 
3

D16

上層路盤工  粒調砕石(M-40)      t=10cm

下層路盤工  再生砕石(RC-40)     t=30cm

砂または同等の良質土　　　　　　t=9.5cm

(設置範囲箱抜き) (設置範囲箱抜き)

(設置範囲箱抜き)(設置範囲箱抜き)

3

W
 
3

D16

※継手位置は、上下で同じ個所にならないよう、

　千鳥配置とすること。

4

4

埋戻し

W
 
1

20-D16 X 260 W
 
2

20-D16 X 400

W
 
3-1

3-D16 X 3500
W

 
3-2

3-D16 X 2000

W
 
2

D16

W
 
1

D16

C
 
1 D13

C
 
2 D13

C
 
3 D13

埋戻し

埋戻し

C
 
2

D13
C
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D13

C
 
3

D13

C
 
2

D13
C

 
1

D13

C
 
3

D13

n=4 n=4

C
 
1

8-D13 X 650（平均長）

n=8 n=8

C
 
2

16-D13 X 220（平均長）

C
 
3

4-D13 X 650

鉄 筋 質 量 表
記 号 径

(mm)

長  さ 本 数

(kg/m)

単位質量

(kg/本)

一本当り質量

(kg)

質  量 摘  要

C 1 D13 650 8 0.995 0.65 5 (平均長)

C 2 D13 220 16 0.995 0.22 4 (平均長)

C 3 D13 650 4 0.995 0.65 3

12

W 1 D16 260 20 1.56 0.41 8

W 2 D16 400 20 1.56 0.62 12

W 3-1 D16 3500 3 1.56 5.46 16

W 3-2 D16 2000 3 1.56 3.12 9

45

合　計 D16(SD345) 45 kg

D13(SD345) 12 kg

総質量 57 kg

上層路盤工  粒調砕石(M-40)      t=10cm

下層路盤工  再生砕石(RC-40)     t=30cm

砂または同等の良質土　　　　　　t=9.5cm

3

差筋アンカー　D13 8　本

差筋アンカー　D16 40 本

アンカー筋詳細図
     (D16)

アンカー筋詳細図
     (D13)
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図　示伸縮装置補修工図

図面番号 葉中

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

令和　　　　　年度　　　　　　　工事

土　木　課

つ　が　る　市

14

上派立1号橋

つがる市柏桑野木田 地内

6

(上派立1号橋)

伸縮装置補修工図( /3)3
橋

台
側

床
版

側

橋台平面図 S=1:30

(膨張剤30kg/m )

(膨張剤30kg/m )

普通コンクリート 12 -2

2.00% 2.00%

S=1:30橋台背面図

(膨張剤30kg/m ) (膨張剤30kg/m )

2.00%2.00%

C部
(設置範囲箱抜き) (設置範囲箱抜き)

(設置範囲箱抜き)(設置範囲箱抜き)

B部

3

3

3 3

(設置範囲箱抜き)(設置範囲箱抜き)

(設置範囲箱抜き)(設置範囲箱抜き)

地覆嵩上げ部側面図
(a-a)

地覆嵩上げ部側面図
(b-b)

B部詳細図 S=1:20

地覆嵩上げ部側面図
(c-c)

地覆嵩上げ部側面図
(d-d)

C部詳細図 S=1:20

a

a

b

b

c

c

d

d
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図　示防護柵補修工図

図面番号 葉中

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

令和　　　　　年度　　　　　　　工事

土　木　課

つ　が　る　市

14

7

上派立1号橋

つがる市柏桑野木田　地内

(上派立1号橋)

防護柵補修工図

割 付 図 S=1:50

A1 A2

F M

標準断面図 S=1:50

2.0% 2.0%

撤去・再設置工部分取替え工(L=1100mm) 部分取替え工(L=1100mm)

部分取替え工

撤去・再設置工
部分取替え工

撤去・再設置工

部分取替え工(L=1600mm) 部分取替え工(L=1100mm)撤去・再設置工

(巻袖ビーム　500×2)

：現況端部支柱位置

ブラケット

ビーム巻袖ビーム

笠木

S=1：10S=1：10

S=1：10S=1：10 ブラケット取付用ボルト ビーム取付用ボルト 笠木取付用ボルト

M12x25（4・6）M20x145（4・6） M16x35（6・8）

(再帰反射ボルト）

S=1：5 S=1：5 S=1：5

ベ-スプレ-ト詳細図 S=1：8断面図組立図

M22(埋込長250)

S=1：20 S=1：20
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図　示地覆補修工図( /4)

図面番号 葉中

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

令和　　　　　年度　　　　　　　工事

土　木　課

つ　が　る　市

14

(上派立1号橋)

つがる市柏桑野木田　地内

上派立1号橋

地覆補修工図( /3)

A1 A2H.W.L

側 面 図 S=1:50

平 面 図 S=1:50

F M

7.730

5.620

標準断面図 S=1:50

2.0% 2.0%

1.02% 0.15%

(膨張剤30kg/m )

(膨張剤30kg/m )

(膨張剤30kg/m )

表面処理工詳細図

(ケイ酸塩系)

As

As

As

BF300

BF300

9.18

9.17

9.11

5.57

6.27

9.12

6.279.11
5.58

6.27

6.27

9.29

9.21

BF300

BF300

3

3

3

3

3

3

(膨張剤30kg/m )

(膨張剤30kg/m )

(設置範囲箱抜き)

(設置範囲箱抜き)

(設置範囲箱抜き)

(設置範囲箱抜き)

地覆復旧断面図 S=1:20

A=0.165m A=0.165m

2.00%2.00%

(無収縮モルタル)
(無収縮モルタル)

2 2

1

＜特記事項＞

 1.詳細形状、寸法は現地計測及び計画路面の高さを確認のうえ決定すること。

 2.既設コンクリート面は、下地処理、プライマー塗布を行うこと。

 3.地覆コンクリートに膨張材(30kg/m )を混合すること。

 4.既設鉄筋に錆が見られた場合、防錆処理を行うこと。
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図　示地覆補修工図( /4)

図面番号 葉中

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

令和　　　　　年度　　　　　　　工事

土　木　課

つ　が　る　市

14

(上派立1号橋)

つがる市柏桑野木田　地内

上派立1号橋

地覆補修工図( /3)
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5

D13

平面図 S=1:30

1

1

G
 
3

8-D13 X 4700

G
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6-D13 X 4360
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2-D13 X 4400

G
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6-D13 X 4400

G
 
7

2-D13 X 4350
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8-D13 X 1310
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1

D13
G
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D13

G
 
1

D13
G

 
2

D13

G
 
2

4-D13 X 600

G
 
1

110-D13 X 1050

鉄 筋 質 量 表
記 号 径

(mm)

長  さ 本 数

(kg/m)

単位質量

(kg/本)

一本当り質量

(kg)

質  量 摘  要

G 1 D13 1050 110 0.995 1.04 114

G 2 D13 600 4 0.995 0.60 2

G 3 D13 4700 8 0.995 4.68 37

G 4 D13 4360 6 0.995 4.34 26

G 5 D13 4400 2 0.995 4.38 9

G 6 D13 4400 6 0.995 4.38 26

G 7 D13 4350 2 0.995 4.33 9

223

H 1 D13 1310 8 0.995 1.30 10

10

合　計 D13 233 kg

総質量 233 kg

(既設鉄筋切断位置)

2.000%

1 - 1 S=1:10

G
 
1

D13

20×250mm

＜特記事項＞

・地覆の既設鉄筋を撤去後、数を確認のうえ配筋を行うこと。

・地覆取壊しの際は、既設鉄筋を損傷させないように注意すること。

・橋軸方向の鉄筋は地覆取壊し後、取替えを行うこと。

2

9

2

橋梁補修7
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図　示地覆補修工図( /4)

図面番号 葉中

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

令和　　　　　年度　　　　　　　工事

土　木　課

つ　が　る　市

14

(上派立1号橋)

つがる市柏桑野木田　地内

上派立1号橋

地覆補修工図( /3)

A1 A2
H.W.L

側 面 図 S=1:50

平 面 図 S=1:50

標準断面図 S=1:50

F M

7.730

5.620

2.7% 2.2%0.15%1.02%
0.15% 1.29%

撤去・再設置工

撤去・再設置工撤去・再設置工

As

As

As

BF300

BF300

9.18

9.17

9.11

5.57

6.27

9.12

6.279.11
5.58

6.27

6.27

9.29

9.21

BF300

BF300

地覆撤去断面図 S=1:20

A=0.143m A=0.134m2 2

4

＜特記事項＞

 1.詳細形状、寸法は現地計測及び計画路面の高さを確認のうえ決定すること。

 2.地覆を取壊す際は、主桁に損傷を与えないように慎重に作業すること。

　 また、主桁上面に劣化部が確認される場合には補修を行うこと。

 3.既設鉄筋に錆が見られた場合、防錆処理を行うこと。

 4.地覆と主桁の一体性を確保するために20mm程度の嵩上げを行い漏水対策を行うこと。

3

10

橋梁補修7

15 11
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図　示
排水装置補修図

( /2)

図面番号 葉中

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

令和　　　　　年度　　　　　　　工事

土　木　課

つ　が　る　市

14

上派立1号橋

つがる市柏桑野木田 地内

11

(上派立1号橋)

排水装置補修工図( /2)

平 面 図 S=1:50

A1 A2

H.W.L

側 面 図 S=1:50

F M

7.730

5.620

0.15% 1.29%
0.15%1.02%

10.00% 10.00%

(排水装置A)

(排水装置A)(排水装置B)

(排水装置B)

標準断面図 S=1:50

2.0% 2.0%

F M

A1 A2

1

As

As

As

BF300

BF300

9.18

9.17

9.11

5.57

6.27

9.12

6.279.11
5.58

6.27

6.27

9.29

9.21

BF300

BF300
L=2.0m

L=2.0m

L=2.0m

L=2.0m

1

排水管設置図 S=1:20

2-2 断面

平面図

1-1 断面 3-3 断面

(排水装置A) (排水装置B)

平面図

4-4 断面

11

2

2

33

4

4

車道部

内径φ19以上

2.00%

(舗装すりつけ)
車道部

2.00%

内径φ19以上

(舗装すりつけ)

□150×80×6□150×80×6

□150×80×6

地覆天端

10.00%

地覆天端

10.00%

□150×80×6

車道部

地覆外縁

□150×80×6 車道部

地覆外縁

□150×80×6

橋梁補修7

15 12

建土　第　117　号
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図　示
排水装置補修図

( /2)

図面番号 葉中

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

令和　　　　　年度　　　　　　　工事

土　木　課

つ　が　る　市

14

上派立1号橋

つがる市柏桑野木田 地内

12

(上派立1号橋)

排水装置補修工図( /2)

排水装置A S=1:20

10.00%

150×80

□150×80×6

150×80

5.00%

5.00%

側面図 断面図 角型鋼管

側面図 断面図 角型鋼管

製作数：2箇所

□150×80×6× 2250(STKR400) <HDZ55>

□150×80×6×  300(STKR400) <HDZ55>

□150×80×6

φ30mm程度

φ30mm程度

排水装置B

取付金具 S=1:10

(12箇所)

呑口拡張平鋼 S=1:10

(4箇所)

□150×80×6

11

2

2

1-1断面

2-2断面

□150×80×6

5.00%

ベンチフリューム
(BF-B 300)

S=1:10

蓋 S=1:5

(4箇所)

目皿 S=1:5

(4箇所)

N=9本

L=150mm

1-PL 100×6× 170 <HDZ55>

2-PL  30×6× 126 <HDZ55>

2-PL  30×6×  68 <HDZ55>

1-SR φ6×63(SR235)<HDZ55>

1-チェーン L=150mm

蓋 1箇所当り

2-PL250×6× 100 <HDZ55>

2-PL112×6×  68 <HDZ55>

呑口拡張平鋼 1箇所当り

9-SR φ6×68(SR235)<HDZ55>

排水管 1箇所当り

1-PL 100×6×470 <HDZ55>

2-Con Anc(B.N.W) M12×30(SUS)

取付金具 1箇所当り

製作数：2箇所

□150×80×6× 2431(STKR400) <HDZ55>

□150×80×6×  300(STKR400) <HDZ55>

2

2

橋梁補修7

15 13
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角型鋼管

目皿 呑口拡張平鋼

呑口拡張平鋼 目皿

3
5
3

150

1093

150

5
0
4

150

3
8
4

208 1093

1093 208

5
3
5

3
2
2

92

92

4
7
3

15
0

20
8

92

3
5
3

3
8
4

3
2
2

開口部

1
0
1
8

1
6
0

1
1
7
8

2
1

80

45
°
00
′
00
″

1
0
1
8

16
0

1
1
78

80

45°
00′

00″

2
1

100 300

400

8
0

2
0

8
0

300 100

400

2
0

1300

角型鋼管

1294

1294

1294

97

15
0

20
8

4
5
3

4
8
4

5
1
5

1500

1
1
7
8

1
17
8

耐圧ホース用穴開け

耐圧ホース用穴開け

1
0
0

112

角型鋼管

6 238 6

250

6 138 6

150

6 288 6

300

6
6
8

6

8
0

角型鋼管

94 6

100

6
6
8

6

8
0

目皿

8
0

6

80 150 80

80 150 80

1
0
0

310 φ14×30　長孔

30 300 30

360

4
0

2
0
0

2
4
0

1
0
0

500 再生砕石(最大粒形40mm)

敷モルタル(1:3)

8
0

6
6
8

6

8
0

6 288 6

300

24 8@30=240 24

丸鋼φ6×68

100

3
0
6

3
6

16 68 16

100

6
1
2
6

6

1
3
8

6 56 6

68

16
1
3
8

1
6

1
7
0

φ6

φ6

チェーン



主桁補修工図

図　示主桁補修工図

図面番号 葉中

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

令和　　　　　年度　　　　　　　工事

土　木　課

つ　が　る　市

つがる市柏桑野木田　地内

上派立1号橋

14

13

(上派立1号橋) A1 A2

H.W.L

側 面 図 S=1:50

平 面 図 S=1:50

F M

7.730

5.620

標準断面図 S=1:50

2.0% 2.0%

1.02%
0.15%

遊離石灰除去

A=0.630m2(計：10.080m2)

遊離石灰除去

A=0.630m2(計：10.080m2) ＜特記事項＞
1.コンクリート下地処理は十分行い、断面欠損が生じた場合は

  断面補修を行うこと。

2.断面補修の際、鉄筋が腐食している場合は、鉄筋の防錆処理を

  行うこと。

3.図中、各対策範囲は、現地確認のうえ決定すること。

4.追加補修箇所がある場合は、調査職員と協議し補修の有無を

  確認すること。

遊離石灰除去

A=0.630m2(計：10.080m2)

As

As

As

BF300

BF300

9.18

9.17

9.11

5.57

6.27

9.12

6.27
9.11

5.58

6.27

6.27

9.29

9.21

BF300

BF300

(遊離石灰除去)

A部

A部詳細図 S=1:10

遊離石灰除去

A=0.630m2(計：10.080m2)

橋梁補修7
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仮設足場参考図

図　示仮設足場参考図

図面番号 葉中

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

令和　　　　　年度　　　　　　　工事

土　木　課

つ　が　る　市

つがる市柏桑野木田　地内

上派立1号橋

14

14

(上派立1号橋)

A1 A2

H.W.L

側 面 図 S=1:50

平 面 図 S=1:50

F M7.730

5.620

2 - 2 断面 S=1:50

2.0% 2.0%

As

As

As

BF300

BF300

9.18

9.17

9.11

5.57

6.27

9.12

6.27

9.11

5.58

6.27

6.27

9.29

9.21

BF300

BF300

As

単管足場 枠組足場+単管足場 単管足場

1

1

2

2

1 - 1 断面 S=1:50

2.0% 2.0%

シート防護

シート防護

＠900

＠1800

合成樹脂波板

合成樹脂波板

シート防護

L=10.000m

L=10.000mL=10.000m 60×60

60×60

橋梁補修7
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